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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月25日(2019.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも（組成物の質量％で）、
　導電性充填剤として、その質量平均サイズが１μｍから１００μｍの間である、７５質
量％～９５質量％の導電性微小粒子と、
　疎水性、金属接着性のポリマーマトリックスとして、以下の少なくとも２種の異なるポ
リマーを含む、５質量％～２５質量％のポリマーマトリックス（「Ｐ」と表す）：
　ａ）Ｐ１：質量平均分子量（「Ｍｗ」と表す）が１０００００から１００００００ｇ／
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ｍｏｌの間である、熱可塑性フルオロポリマー、
　ｂ）Ｐ２：ガラス転移温度が３０℃から１５０℃の間である熱硬化性樹脂
を含む、疎水性、導電性、金属接着性のコーティングとして特に有用な固体組成物。
【請求項２】
　微小粒子の含量が、８０質量％～９５質量％の範囲内である、請求項１に記載の組成物
。
【請求項３】
　微小粒子が、黒鉛微小粒子を含む、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　ポリマーＰ１が、フッ化ビニリデンのホモポリマーまたはコポリマーを含む、請求項１
から３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　ポリマーＰ１が、５０℃未満のガラス転移温度を有する、請求項１から４のいずれか１
項に記載の組成物。
【請求項６】
　ポリマーＰ１が、２５０℃未満の融点を有する、請求項１から５のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項７】
　熱硬化性樹脂Ｐ２のガラス転移温度が、８０℃から１５０℃の間である、請求項１から
６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　Ｐ２が、ビニルエステル樹脂を含む、請求項１から７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　Ｐ２／Ｐ１質量比が、０．２から５の間である、請求項１から８のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項１０】
　固体組成物中のポリマーＰ２の含量が、２質量％から１５質量％の間である、請求項１
から９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
　少なくとも、その表面が少なくとも部分的に金属である基体であって、少なくとも前記
金属部分が、請求項１から１０のいずれか１項に記載の固体組成物で被覆されている前記
基体。
【請求項１２】
　請求項１から１０のいずれか１項に記載の固体組成物で被覆されている、燃料電池用の
スチールバイポーラプレート。
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